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Let's…
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新点数研究会に 163人が参加

　

四
月
と
言
え
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新
学

期
、
新
年
度
予
算
等
新
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そ
し
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等

　

そ
し
て
医
療
界
は
加
え
て
診
療

報
酬
の
新
体
制
、
月
始
め
は
昼
新

点
数
で
診
療
、
夜
は
旧
点
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で
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レ
セ
プ
ト
書
き
、
皆
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方
い
か
が

で
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し
ょ
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か
？
レ
セ
コ
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導
入
で
昔
の
よ
う
で
は
な
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よ
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で
す
が
…
た
だ
そ
の
コ
ン
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ュ
ー

タ
で
変
な
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件
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と
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か
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そ
し
て
一
応
落
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着
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た
か
な

あ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
へ
起
こ
っ
て

く
る
の
が
Ｇ
Ｗ
問
題
、
年
毎
に
週

日
で
異
な
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毎
年
対
応
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え
な
け
れ
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ら
な
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が
Ｇ
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で
あ
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。
特
に
診
療
科
を
始

め
と
し
て
各
人
の
条
件
に
よ
り
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当
に
千
差
万
別
と
言
わ
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け
れ
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な
ら
な
い
だ
け
に
更
に
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倒
で
あ

る
。

　

消
費
税
・
診
療
費
も
予
想
範
囲

内
で
あ
り
、
右
記
事
件
も
や
や
対

岸
の
火
事
的
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が
あ
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の
で
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お
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う
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天
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？
相
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寒
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雨
異
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健
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与
え
て
い
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。
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う
一
つ
私
が

心
配
し
て
い
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震
（
心
配

し
て
い
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は
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て
い
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い
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安
倍
総
理
東
奔
西
走
ご
苦
労
さ

ま
で
す
。【二

十
一
日
朝
、
松
本
記
】

　淡路支部は３月 29 日に淡路市内で、新点数研究会を淡路医師会と共催。

医療機関から163人が参加した。高橋雅彦先生、村野謙一先生、三木隆彦先生、

大橋明先生が講師を務めた。高田裕先生が司会進行し、橋田友孝先生が情勢

報告とともに署名への協力を訴え、ＴＰＰ交渉撤退を求める署名が 85 筆、

患者負担の軽減を求める署名が 89 筆それぞれ集まった。
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減点事例や算定方法などご相談ください
　
納得のいかない減点事例や、レセプトの記載、算定方法

　など、保険請求に関するご相談を受け付けています。

　困ったことがあれば、悩まずすぐにご連絡を。

　お問い合わせは、℡ 078-393-1803

　兵庫県保険医協会まで

医療安全管理研修会

院内感染対策と新型インフルエンザへの対応学ぶ

　

淡
路
支
部
は
４
月
19
日
、
洲
本

市
文
化
体
育
館
で
医
療
安
全
管
理

研
修
会
を
開
催
、
48
人
が
参
加
し

た
。

　

講
師
に
、
県
立
淡
路
医
療
セ
ン

タ
ー
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の
正

司
貴
美
子
を
迎
え
、
院
内
感
染
対

策
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
を
学
ん
だ
。

　

感
染
対
策
の
考
え
方
と
し
て
、

感
染
症
別
に
分
け
て
処
理
す
る
必

要
は
な
く
、
機
材
の
処
理
に
あ

た
っ
て
は
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
分

類
に
応
じ
て
方
法
を
決
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
十
分
な
洗

浄
の
の
ち
に
消
毒
・
滅
菌
を
行
う

こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
解

説
。
消
毒
・
乾
燥
の
際
に
気
を
付

け
て
ほ
し
い
具
体
的
ケ
ー
ス
を
ス

ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
紹
介
し

た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、
患
者
の
分
離
方
法
や
、
各

医
院
で
の
対
応
を
考
え
て
お
く
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
。
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
感
染
症
発
生
動
向
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
有
用
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

スライドを用いた分かりやすい解説で基本を学んだ
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 　 15 時 30 分～　　 　特別講演

「日本のエネルギー政策は
いかにあるべきか」

兵庫県保険医協会第 85 回評議員会のご案内

　協会は第 84 回評議員会後の半年、医療改善や経営対策、会員の身近な要求に応える活動など、様々な活動を行っ

てきました。２０１４年度の活動方針を協議するため、標記の会議を開催いたします。万障お繰り合わせの上ご出席

いただきますようご案内いたします。

■日時　５月18日 ( 日 )13時～　　　■会場　兵庫県保険医協会会議室
　

　13 時～　　 第 85 回評議員会

　　　　　　　2013 年度会務報告と 2014 年度活動方針案の件、2014 年度予算案の件、ほか

　

　■第８５回評議員会（５/ １８）に

□　出席します　　　　　□　欠席します
　　　　　※いずれかに○印を　　　　　　　　　　　　　                                          　

　　　　　医科　／　歯科            地区　　　　　　  氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　FAX　078 － 393 － 1802   までご返信下さい。

2014 年４月

兵庫県保険医協会

議　長　三根　一乗

理事長　池内　春樹

兵庫県保険医協会
　650-0024 神戸市中央区海岸通 1-2-31 神戸フコク生命海岸通ビル 5F

　　　　　　　　　　　TEL078-393-1817　FAX393-1802　組織担当　納富

京都大学大学院経済学研究科教授・経済産業省総合資源エネルギー調査会基本政策分科会委員　　植田　和弘 氏

うえた　かずひろ ・ 京都大学大学院経済学研究科教授。 京都大学工学部卒業、 大阪大学大学院博士後期課程修了。 経済

学博士、 工学博士。 専門は環境経済学。 持続可能な日本社会への環境 ・ エネルギー政策を研究。 近著に 『緑のエネルギー

原論』 岩波書店 （2013）、『国民のためのエネルギー原論』 日本経済新聞出版社 （共編著、2011） など。 大阪府市エネルギー

戦略会議座長を務めた （『大阪府市エネルギー戦略の提言』 冨山房インターナショナル （2012） 参照）。 現在、 調達価格等

算定委員会委員長、 総合資源エネルギー調査会基本政策分科会委員などをつとめている。

　岐路に立つ日本。３・１１の東電福島第一原発事故以来、エネルギーの見方から
私たちの生き方そのものまでが問われています。有限の地球において、原発やエネ
ルギー問題はどう捉えられ、真に重視すべきことは何でしょうか。成長の果てには
何があり、将来世代にわたる幸せはどうすれば実現するのでしょうか。今こそ考え
たい「そもそも論」を鋭く、深く問い掛ける講演です。講師の植田先生は、日本に
おける環境経済学の草分け的存在で、政府の調達価格等算定委員会委員長や総合資
源エネルギー調査会基本政策分科会委員などを務めており、第一線で活躍するエネ
ルギー政策の専門家です。貴重な機会ですので、多くの先生方のご参加をお待ちし
ております。

※なお、当日は神戸まつり開催のため、各所で交通規制が予定されており、会場周辺は混雑が予想されます。なる

べくお車でのご来場はお控えいただき、公共交通機関をご利用くださいますようお願いします。

３
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兵庫県保険医協会

第 36 回淡路支部総会
日　時　５月 31日 ( 土 )15 時～
会　場　洲本市健康福祉館３階（洲本市応急診療所の建物）

記
念
講
演

在宅医療地域連携のコツ
医療法人おひさま会・理事長、やまぐちクリニック院長　山口高秀先生

　地域連携という言葉は、叫ばれ始めて本当に久しいものですが、なかなか実際には難しいもの
があります。それは、多職種連携であり、多組織連携でもあると同時に、文化も全く異なる「他」
職種連携でもあり、「他」組織連携でもあります。そこには様々の思いの違いや信念の違いから、
連携どころか対立すら生まれてしまうこともしばしばです。医療法人おひさま会では、その難所
を乗り越えるために、おひさまネットワークを立ち上げてその運営は６年を超えました。
　地域連携で起こる問題は、基本的にはたったふたつに集約されると思います。それは、「バラバ
ラ問題」と「ハードル問題」です。この２つをどのように乗り越えるのか？　そして、おひさまネッ
トワークをしてもなお残る、その難所とは？
　おひさまネットワークを運用してて気づいた、その中で蓄積されたコツや勘所を、現場スタッ
フ交えて楽しくお伝えしたいと思います。皆さんにお会いできるのを楽しみにしておりますので、
何卒ふるってご参加くださいませ！	 	 	 	 　		 	 	 　	【山口	記】

15 時 30 分～

お問い合わせは、 ℡ 078 － 393 － 1817　協会事務局 ：山下 ・楠まで

兵庫県保険医協会 第 36 回淡路支部総会 (5/31) 出欠確認

■支部総会／記念講演に

　①ご出席（　　　　）人　②都合がつけば（　　　　）人

地区　　　　市　　医療機関名　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　

返信ＦＡＸ 078 － 393 － 1802　事務局・山下あて

共催：第一三共株式会社


